
資料１
○改正「北海道防災対策基本条例」に盛り込むべき事項 H25.7.8北海道防災対策基本条例改正専門委員会ワークショップ作業結果

　条例に盛り込むべき事項

　条例に盛り込むべき事項（題目）

施策

大目標・目指す姿

アプローチ

防災教育

災害への

しなやかさ

（を持つこと）

北海道の

災害文化

の醸成
目 標

持続可能性

（サステナ

ビリティ）

戦略

堅苦しくない

やさしい

平時の地域力

↓

自然と暮らす

北海道民の姿勢

共同的実践の

防災・減災活動

北海道ブランド

に防災・減災力

道民運動として

の

幅広い災害の

想定暮らしの中に

防災を定着

自発的・主体的

な

戦 略

災害を想定した

道路整備

（土地の販売

条例の構成

時間軸
平時の防災活動

から復興まで

復興の仕組み復興
事前復興の

視点

情報伝達

情報伝達
新しい施策

情報の共有 新技術

最新技術の活用

（ＩＴ・コモンズ）
全国への

被災地情報

情報発信

（被災者へ）

住民、自主防に

情報をどう

共有するか

情報収集・

伝達・共有

情報伝達手段の

多重化・多様化

担い手（の単位）

連携

企業
行政

道市町村

行政機能の

確保

市町村職員の

派遣体制

市町村における

ＩＴ－ＢＣＰ策定

（市町村）

庁舎機能の

道庁自体の強化

（振興局）

（バックアップの

防災担当者の

確保（ハード・
組 織

防災担当部

ではなく

「縦」「横」の対応

企業の協力

市町村と振興局と

道庁との関係性

防災対応

「広域的支援」

「振興局間の

企業の

防災訓練

福祉教育

＋

防災教育

その他考慮すべき視点

ハードの脆さ

（防潮堤など）

時間との競争

マニュアル主義

中長期的作戦

どう作る？

作ったものを

予 算 財政支援

積雪・寒冷対策

冬期の災害を

想定した訓練

季節に応じた

準備

旅行者

旅行者への

対応

観光客

（対象に含める）

要援護者対策

障害への配慮

要援護者情報

の共有

避難所

避難所となる

学校施設の

整備

要援護者への

配慮避難施設

の整備

福祉避難所

脆弱性と回復力

脆弱な

ところを

減らす

回復力を

高める

防災教育の強化

組織の教育
幼少期からの

防災教育

（幼・保）

形だけでない

防災教育

みんなで

防災

津波てんでんこ
３・１１から

学ぶ
釜石の奇跡から

学ぶ

教訓伝承

語り部

（野田村
過去の災害経験

の教訓化と継承

次の世代に

繋げる

自分の子孫

災害ノウハウ

奥尻町の取組み

語り部

先人の教えの

伝承人材育成

地域の防災

リーダーの育成

定着、継続と

地域の理解、認知

→どう作り上げるか中心となる

人材の育成

リーダーの

養成

災害を想定した

建設業（住宅の

企業の防災教育

行政と

民間の連携
ＮＰＯとの連携

災害ボランティア

センターコーディ

ネーター

社会福祉協議会

（全国、都道府県、

市町村、区）

災害ボランティア

センター
災害ボランティア

全国、道、市町村

ボランティア

地域コミュニティ

町内会・

自治会
日常の地域力

地域の

支え合い

地域社会の

つながり
コミュニティの

維持

自主防災組織

人員不足に

対する対応が

限界集落への

対応

孤立防止

支援

道外への

バックアップ

道外からの支援

全国の支援支援のシステム

カウンター

パート方式

支援の受入れ

（受援力）

他地域への役割

支援対象

人・物

○○○○

□□□□


